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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構築対象のいずれかの方向に間隔を置いて配列する複数個の柱部材と、前記の幅方向に
隣接する前記柱部材間に、高さ方向に間隔を置いて架設される鋼管コンクリート製の複数
本の水平材とを備え、
　前記水平材の軸方向両側の端面は前記水平材の軸方向に直交する平面に対し、前記構築
対象の下流側から上流側へかけて前記水平材の軸方向の長さが次第に増す向きに傾斜した
傾斜面を持ち、
　この水平材の前記傾斜面を受ける前記柱部材の支持面は前記水平材の前記傾斜面に対応
した傾斜面を持ち、
　前記水平材の前記傾斜面は前記柱部材の前記支持面に面接触しながら、前記柱部材に支
持されていることを特徴とする防災構造物。
【請求項２】
　前記柱部材の上流側の表面から、前記水平材の軸方向の端部が納まる凹部が形成され、
この凹部の下流側の側面が前記支持面になり、この支持面の下方と上方に、前記水平材の
軸方向の端部を上下から保持し得る載置面と保持面が形成されており、
　前記水平材の軸方向両側の端部は前記柱部材の前記支持面に面接触しながら、前記載置
面と前記保持面に上下から挟まれていることを特徴とする請求項１に記載の防災構造物。
【請求項３】
　前記凹部内に前記水平材の軸方向の端部が納まった状態での前記水平材の上流側の、前
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